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【はじめに】

レスパイトとは，要介護者を在宅で介護している家族に一時的に介護の代替を行い，リフレッシュ

してもらうサービスのことをいう．今回，レスパイトの介護者に対する効果を定量的に評価した．

【対象と方法】

対象は脳卒中後遺症患者の妻 3 名（A,B,C．以下，数値はこの順で記載）．年齢は，69, 74, 55歳，介

護年数は，4.7, 0.9, 9.2 年， 要介護者の要介護度は，5, 2, 5だった．

入院日と退院日に Quality of Life（以下，QOL）と介護負担度を，それぞれ SF–12v2 日本語版（以下，

SF–12）と，Zarit介護負担尺度日本語版の短縮版（以下，J–ZBI _8) で測定した．

【結果】

SF–12の 8 下位項目の入院時/退院時の得点（高得点ほど高 QOL．*印は退院時に値が低下）は，身体

機能: 29.2/42.5, 2.7/29.2, 2.5/55.7，日常役割機能（身体）: 43/30.2*, 4.7/43, 43/55.8，体の痛み: 35/46.2,
35/35, 46.2/46.2，全体的健康感: 35.7/51.9, 51.9/35.7*, 35.7/51.9，活力: 38.5/56.6, 29.4/47.6, 47.6/47.6，

社会生活機能: 33.7/33.7, 56.6/33.7*, 56.6/56.6，日常役割機能（精神）: 44.7/38.1*, 7.7/32, 32/38.1，心の

健康: 45.8/45.8, 27.7/37.8, 39.8/57.6．入院時に対する退院時の比率の平均は 2.01（SD=1.363) であっ

た．

J–ZBI _8（高得点ほど介護負担感大）は，5/6, 30/29, 8/7であり，入退院時でほぼ同値だった．

【考察・結論】

入院前後の介護負担感には著変無かったが，QOLは全体的に向上している点でレスパイトの効果が

みられた．しかし，3 名中 2 名では退院時の方が QOLが低い項目もあり，これらの要因について今後

検討が必要である．




